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要旨　消化管ホルモン産生腫瘍が疑われる 40 例 (既存の画像検査で病変が確認されている A 群：18

例，ホルモン値が高値であるが責任病変が確認されていない B 群：22 例) を対象に，インジウム-111

標識ペンテトレオチドを用いたソマトスタチン受容体シンチグラフィの有効性，安全性および有用性を

評価するため，多施設共同臨床試験を実施した．有効性評価対象 35 例中，酢酸オクトレオチド負荷試

験実施症例において A 群で 12/16 例 (75%)， B 群で 11/19 例 (57.9%) が有効と判定された．組織診断実

施症例では A 群 5/9 例 (55.6%)， B 群 2/4 例 (50.0%) が有効と判定された．安全性の検討では，重篤な

有害事象は認められなかった．臨床的有用性について，A 群で 11/16 例 (68.8%)， B 群で 5/19 例 (26.3%)

で 「有用」 と判定された．以上より，消化管ホルモン産生腫瘍の診断および治療方針の決定において，

本シンチグラフィが臨床上有用な情報を提供しうることが示唆された．

 (核医学 40: 185–203, 2003)


